
クアトリーノ QUATRINO RZ
snack

• 一口サイズのイボなしキュウリ品種

• 平均の果実サイズは5～7cm、重さは10～20g

• 節成性で、一節に3～5果程度着果する

• 草姿は小葉ですっきりとしている

• 黒星病抵抗性、CMV・ウドンコ病に耐病性

主枝1本つる下ろし栽培に向く品種です。

側枝の発生自体も少ないので、手入れの省力化が図れます。

収穫はハサミを使わず、手もぎでもOK！

果実が小さいので収穫には時間を要しますが、その他の作業（摘葉、つる下ろし）は単純

化されるため、キュウリ栽培が初めての方も取り組みやすい品種です。



写真（株姿・果実）



節毎の着果数が多く、常に着果負担を抱えた状態の品種なので、

• 側枝は全摘除、主枝1本仕立てのつる下ろし栽培を推奨

• 下段5節目までは雌花も摘除し、初期の樹作りに努める

• 時期により草勢が落ちこんだ際には、着果制限を行う(2～3果/節)

• 潅水・施肥量は通常のキュウリの目安より多めが望ましい

（1.5～2倍）

栽培様式 ：つる下ろし

仕立本数 ：主枝1本仕立て

株間  ：20～40㎝

条間  ：60～70㎝

栽植密度 ：3.5～5.5株／㎡

*葉が小さいため、高温・強日射時期は、より密度を高めるのもおすすめ

栽培方法と栽培のポイント（推奨）



例1）年4作の場合

例2）年3作の場合

〇：播種期 ▲：定植期 ：収穫期

作型例 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

① 〇 ▲

② 〇 ▲

③ 〇 ▲

④ 〇 ▲

作型例 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

① 〇 ▲

② 〇 ▲

③ 〇 ▲

クアトリーノは草勢が弱く、長期栽培に向かないとされているため、年3～4作での栽培を推奨している。

年3作の場合は1作が長くなるため、接木利用も含め、草勢維持管理に努める必要がある。

＊高温期（7～9月）にかかる作型は、冷涼地が望ましい。

暖地や中間地では、高温・乾燥による影響を受け、雌花率の低下や果実形状の乱れ、等の発生が見受けられるため、推奨作型ではない。

栽培自体は可能（栽植密度を狭める、蒸散量に応じた潅水管理、等 高温対策は必須）

作型例



クアトリーノ

1～1.2kg／㎡／週
年間収量

35～40kg／㎡

スナックキュウリ
(10㎝前後）

1.5kg／㎡／週

ミニキュウリ
（15～16㎝前後)

2kg／㎡／週

ミディキュウリ
(20㎝）

2.5kg／㎡／週

環境条件が異なるため、
日本国内では30kg前後
が現実的か

オランダ事例① 平均収量 *好適条件下の場合



年間労働時間

3,000時間

月間労働時間

250時間

日労働時間

8.4時間

1日8時間として計算すると、必要な人員は、約1～2人となる。

＊オランダの熟練労働者の事例を基に算出されているデータのため、日本の場合は、上記以上に

時間や人数を要すると考える。

→作業時間の大半のウェイトを占める収穫については、40分前後／100株という事例があるので、

栽植密度4,000株／10aとすると、収穫自体は約26時間と推定。

そうなると、収穫要員で3～4人は必要となる。その他の

オランダ事例②
クアトリーノを10a栽培すると…



その他、スナックキュウリ品種

クアトリーノ

22-403 RZ

クウェルティー

キントン

＊SN!BSについての詳細はこちら



高田種苗株式会社

〒531-0041
大阪市北区天神橋8丁目3-10
TEL:06-6353-0551
FAX:06-6357-1938
URL:https://takadaseed.com/

上記弊社HP内お問合せフォームまたは,お電話にてお問い合わ
せください.
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